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サンミゲル・グループに所属し、また別の三チームはＭＶＰグループに所属する。後者は香港のファースト・パシフィック社がフィリピンに出資する企業プで、 ィリピン人 マヌエル・Ｖ・パギリナン氏が会長として率いていることから、彼のイニ ャルを用いてＭＶＰグル プと呼ばれている。実は、この二つの企業グループの総売上高は一位と二位である。おまけに、近年ではイフラ事業の受注 めぐって激しく競合してい つ り、プロバスケにも ィリピン財界 勢力図がそのまま反映されていることがわかる。　
チーム親会社の業種にも注目し












































就労者および移住者であ フィリピン人女性が他国 男性と結婚する例も多い。当然、彼らの子どものなかにはスポーツ選手もいるだろう。そのようなフィリピン系選手に、母国で活躍してもらっているのがアスカルズなのである。海外移住者が多いフィリピン事情があってこその代表チームだ。ただし、この方法を続けることがフィリピン サッカー界にとって良いことなのか、議論もある。●現役プロボクサーは下院議員　
プロボクサーのマニー・パッ
キャオは世界で最も有名なフィリピン人選手である。六階級を制覇し、フィリピンの英雄だ。彼の試合の日はテレビの前で観戦する人が多く、フィリピンのあちこちで仕事が止まる。またイスラーム武装勢力 活動するミ ダナオ も、
試合中は観戦のために事件が少なくなるという。　
パッキャオはミンダナオ島ブキ
ドノン州の貧し 家庭の出身である。その才能と努力に支えられた実力によって、ボクシングの世界で偉業を成し遂げた。 当然、 ショービジネスへの露出も高くなり、今度はその知名度を生かして二〇一〇年に下院議員になった。現在はその二期目を務めている。おまけに、アメリカのビバリーヒルズに豪邸を購入したとも報道されており、いまやセレブの仲間入りだ。　
実は、スポーツ選手がその知名
度を生かして政治家になる例はよくあることだ。国政レベルでは上院議員になったプロバスケ選手が過去に二人いる。地方レベルになると、そうした事例はさらに増える。スポーツ選手であれ、芸能人であれ、知名度の高い人が政治家になるという現象は、フィリピン政治の特徴である。パッキャオのこれまでの道のりは、まさにリピン版サクセス・ストーリーを体現している。個人 力で立身出世できる環境がフィリピンにあることを示していよう（すずき
　
ゆりか／アジア経済研
究所
　
動向分析研究グループ）
